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【活動場所】 
京都府福知山市及びその周辺市町村の商店街 

【活動目的・背景】 
福知山市の商店街は，少子高齢化等の影響から衰退しているが，学生自身も商店街で買い物をする
こともなく，地域の諸問題にそれ程興味を持っていなかった。一方で，自分たちの暮らす町が元気
であってほしいという思いもあった。そこで，ゼミで議論を重ねていき，地域への愛着が地域の個
性を育み，その個性を保存するという「センチメンタル価値」に着目し，この価値の再生に向けて
調査・企画という活動をしている。 

【取組概要】
・商店街調査（福知山市，宮津市，綾部市）
 元気な店はどのような商品を販売しているのか，販売方法はどうか。商店街としてどのような取
組みがあるのか等々。まずは学生自身で調査を実施。 

・AR（Augmented Reality）を利用したスカベンジャーハントで地域活性化の企画
 「福知山市の御霊神社ゆかりの槍が盗まれ、奪い返してきてほしい！」，というゲーム上のキャ 
ラクターから依頼を受けた参加者が，各店に張られたポスターからタブレット端末で得た情報に従
い，各商店街を巡りながら槍を取り返すというゲームを企画中。 

【成果・今後の課題】 
各地の商店街調査やヒヤリングをする中で，衰退しているように見える商店街の中にも新規に開業
する店舗が生まれていること。フェアトレードや地元産品にこだわった商品づくり，コミュニティ
維持・強化を目指した店舗経営など地域の商店がもつ多様な側面，言い換えれば，地域の持つ意味
や力を発見できた。地域活性化策は，未だ企画中であるが，今後，商店の皆さんと協力しながら実
現に向けて取組みを進めたい。 
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